
太平洋戦争　　首都防衛
高射砲陣地跡

こうしゃほうじんちあと

東京都三鷹市大沢 調
布
飛
行
場
と
東
京
を
守
る

先
の
太
平
洋
戦
争
の
と
き
、
三
鷹
市
大
沢
の
高
台
に
、
調
布
飛
行
場
を
は
じ
め
首
都
東
京
を
守
る
た
め
の
高
射
砲
陣
地
が
あ
り

ま
し
た
。
高
射
砲
は
、
飛
行
機
を
射
撃
す
る
た
め
の
7
㎝
か
ら
15
㎝
く
ら
い
の
口
径
砲
で
す
。
大
沢
の
陣
地
で
は
、
陸
軍
東
部

第
一
九
〇
三
部
隊
調
布
隊
に
よ
っ
て
7.5
㎝
の
高
射
砲
6
門
が
設
置
さ
れ
、
敵
機
に
備
え
ま
し
た
。

1
9
4
5
年
2
月
17
日
戦
闘
が
あ
り
隊
員
4
人
死
亡

1
9
4
4
年
11
月
以
降
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
サ
イ
パ
ン
島
等
か
ら
B
ー
29
戦
略
爆
撃
機
に
よ
る
本
土
空
襲
を
行
っ
て
き
た
米
軍

は
、「
1
9
4
5
年
2
月
19
日
実
行
予
定
の
硫
黄
島
上
陸
作
戦
の
援
護
と
本
土
航
空
戦
力
の
減
衰
」
を
目
的
と
し
て
、2
月
16
日
、

空
母
艦
載
機
と
し
て
は
初
め
て
の
本
土
空
襲
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
、
米
海
軍
の
大
艦
隊
は
、
銚
子
沖
南
方
2
0
0
㎞
く
ら

い
ま
で
接
近
し
、
早
朝
よ
り
、
空
母
か
ら
戦
闘
機
や
小
型
爆
撃
機
を
大
挙
出
撃
さ
せ
、
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
や
調
布
飛
行

場
な
ど
、
関
東
地
方
の
軍
事
関
係
施
設
を
爆
撃
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
防
空
飛
行
部
隊
や
高
射
砲
部
隊
は
一
日
中
激
し
く

応
戦
し
ま
し
た
。
翌
17
日
も
出
撃
が
あ
り
、
グ
ラ
マ
ン
F
6
F
戦
闘
機
の
編
隊
が
中
島
飛
行
機
を
襲
撃
し
た
後
、
大
沢
の
高
射

砲
陣
地
に
も
銃
撃
し
て
き
ま
し
た
。
壮
烈
な
戦
闘
が
あ
り
、
4
人
の
隊
員
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。（
巻
末
の
当
時
の
証
言
を
ご
参
照
）

高
射
砲
の
台
座
を
戦
争
記
念
に
永
久
に
保
存

鈴
木
平
三
郎
が
三
鷹
市
長
で
あ
っ
た
１
９
５
７
年

（
昭
和
32
年
）
大
沢
の
農
地
委
員
が
訪
ね
て
き
て
、
高

射
砲
陣
地
跡
地
を
誰
か
買
っ
て
保
存
し
て
く
れ
な
い

だ
ろ
う
か
と
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
結
局
買
い
手

が
見
つ
か
ら
ず
、
鈴
木
平
三
郎
が
買
い
取
り
、
高
射

砲
の
台
座
を
戦
争
記
念
に
保
存
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
こ
の
陣
地
跡
地
を
永
久
に
保
存
で
き

る
よ
う
に
、
社
会
福
祉
法
人
楽
山
会
を
設
立
し
、
そ

こ
に
土
地
を
寄
付
を
し
ま
し
た
。（
現
在
も
妻
の
鈴
木

ス
ミ
理
事
長
が
高
射
砲
台
座
を
守
り
続
け
て
い
ま

す
。）
鈴
木
の
勧
め
で
、
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）

戦
友
会
が
、
陣
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
念
す
る
碑
を

建
立
し
ま
し
た
。

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
い
る
者
が
や
ら
ね
ば

鈴
木
平
三
郎
は
こ
の
碑
の
建
立
に
あ
た
っ
て
次
の
よ

う
な
文
を
残
し
て
い
ま
す
。「
私
も
中
国
の
第
一
線
で

六
年
間
生
命
を
賭
し
て
戦
っ
て
二
回
負
傷
し
た
が
、

生
き
て
還
れ
た
。
平
和
運
動
は
、
農
家
の
人
が
言
っ

た
よ
う
に
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
い
る
者
が

や
ら
ね
ば
実
を
結
ば
な
い
と
思
う
。
平
和
を
守
り
抜

く
こ
と
は
、
戦
場
で
闘
う
勇
者
よ
り
、
更
に
一
層
の

勇
気
と
決
意
が
必
要
で
あ
る
。
永
久
の
平
和
を
希
求

す
る
た
め
、
私
ど
も
が
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
永
久
に

守
り
続
け
る
決
意
で
あ
る
。」

﹇
記
念
碑
碑
文
﹈
戦
火
の
本
土
に
近
づ
く
に
及
び  

首
都
防
衛
の
た
め  

昭
和
十
八
年
九
月  
此
の
地
に
東
部
第
一
九
〇
三
部

隊  

調
布
隊
は  

仲
午
六
隊
長
以
下
一
八
六
名
を
以
て
陣
地
を
構
築
し  

高
射
砲
六
門
観
測
機
材
等
を
設
置
し
て
布
陣
し
た     

数
次
に
わ
た
る
米
軍
と
の
交
戦
に
よ
り  

戦
死
四
名
負
傷
者
多
数
を
数
え
た  

其
の
後
戦
況
の
推
移
に
よ
り  
日
本
海
側
に
残

さ
れ
た
唯
一
の
食
糧
補
給
港
で
あ
る
富
山
県
伏
木
港
防
衛
の
た
め  

昭
和
二
十
年
四
月
末  

北
作
健
二
隊
長
以
下
転
進
す
る
迄  

此
の
地
で
任
務
を
遂
行
し
た  

戦
後
鈴
木
平
三
郎
氏
が
陣
地
跡
を
現
状
の
ま
ま
保
存
し
て
お
り  

且
つ
此
の
地
を
福
祉
法
人
に

寄
付
し
永
久
に
保
存
し
て
下
さ
る
の
で  

此
の
度
戦
友
一
同
相
計
り
此
の
碑
を
建
立
し  

永
遠
の
平
和
を
希
求
す
る
と
共
に
英

霊
四
君
の
冥
福
を
祈
り
続
け
る
事
に
し
た

　
　
　
　

昭
和
五
十
六
年
二
月
吉
日
建
立　

調
布
隊
戦
友
一
同

突
然
天
文
台
の
方
角
か
ら
低
空
で
グ
ラ
マ
ン
の
編

隊
が
陣
地
を
目
指
し
て
突
入
し
て
く
る
。
高
度
を

み
る
み
る
下
げ
て
く
る
。
ど
で
か
い
爆
音
と
共
に

機
関
銃
・
機
関
砲
を
撃
ち
込
ん
で
き
た
。
信
管
零

秒
で
撃
ち
放
す
我
が
方
の
弾
丸
炸
裂
音
、
敵
機
の

爆
音
、
発
射
音
、
地
上
に
は
敵
弾
で
立
ち
上
が
る

土
埃
、
砲
弾
の
空
箱
を
放
り
出
す
音
、
弾
薬
庫
か

ら
運
び
揚
げ
る
者
の
声
。
煙　

煙　

煙
、
音　

音

音
、
埃　

埃　

埃
、
平
和
な
田
園
風
景
は
た
ち
ま

ち
阿
修
羅
の
巷
と
化
し
て
い
た
。

首都防衛高射砲陣地跡の碑
「東部第1903部隊調布隊」戦友会（1975年～2005年）
は、1977年10月16日の初代祈念碑の建立後から、毎年2
月17日と8月15日に慰霊祭を行ってきました。慰霊祭
は戦友会の遺族に引き継がれ、椎の実子供の家の園児も
参加して現在も続けられています。

2005年（平成17年）8月15日
調布隊戦友会最後の写真

三
鷹
市
大
沢
に

　

（1906年～1984年）
元三鷹市長、医師

鈴木スミ

高
射
砲
陣
地
が
あ
り
ま
し
た

高
射
砲
陣
地
跡
地
に
、
調
布
隊
の
戦
友
会
が

平
和
を
祈
念
す
る
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

平
和
を
希
求
し
高
射
砲
台
座
を

残
し
た
鈴
木
平
三
郎

社会福祉法人楽山会
理事長

鈴木平三郎

大
沢
の
高
射
砲
部
隊

高射砲台座跡2015年6月撮影　正面三鷹市立羽沢小学校、
その奥が調布飛行場、右側の森の右奥が国立天文台。
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森 

宣
明
氏
記
す

（田畑幸嗣 早稲田大学文学学術院准教授撮影）

一
九
四
五
年
二
月
十
七
日
十
二
時
三
十
分

北作健二氏
元第1903部隊調布隊中隊長

（
昭
和
二
十
年
）



太平洋戦争　　首都防衛
高射砲陣地跡
東京・三鷹・大沢

が
あ
り
ま
し
た

第1903部隊調布隊本部
（現在は三鷹市立羽沢小学校）

この４砲台跡が現存しています。

大沢の陣地は、段丘下（現在の羽沢
小学校のところ）に、東部軍高射砲
第 112 連隊第 1 大隊本部と第 4 中隊
の兵舎、炊事場、倉庫等9棟が建って
いました。丘の上には、八八式高射
砲６門が半円型状に配置され、通信
所・監視所・観測所・計算所等を半
地下式として掩体で囲まれていまし
た。高台南面の傾斜地に地下壕を掘っ
て弾薬庫として使用していました。
兵舎と高射砲陣地との間に桟橋がか
かっていました。調布飛行場は隅か
ら隅まで見通せました。

以前、椎の実子供の家にあった
プラネタリウムの投影機が記念
として置かれています。

（参謀本部「高射砲陣地築設要領」
1943 年）

左の台座跡の遺跡調査
（2010 年 8月）の時の写真

上の台座跡のすぐ西側（写真では上部）は崖に
なっています。台座の上にあるのは下水道管。
鈴木平三郎は三鷹市長時代、市内全域に下水道
を敷設し、三鷹市は「下水道日本一」と呼ばれ
ました。

高射砲台座の平面図

1945年（昭和20年）8月28日米軍撮影
調布市郷土博物館提供
（原版は米国国立公文書館蔵）

兵舎と高射砲陣地

沖縄戦で使われた
八八式高射砲

調布飛行場

東京天文台

野　川

終戦のころの調布飛行場周辺

（現 国立天文台）

国土地理院

残
さ
れ
た

　
　
つ
の

高
射
砲
台
座
跡

4

半円形にそれぞれ６門の砲台が写ってい
ますが、その内、上方の陣地が現在の「椎
の実子供の家」周辺です。4 つの砲台跡
が残されています。（上の拡大写真を参照）

高射砲陣地

レーダー装置
フィリピンで米軍から捕獲したものを日
本の工場で分解研究して野戦用として
造ったもの（タ号）。半地下式で掩体で
囲まれていました。

照空隊陣地
現在の神代植物公園駐車場から東側一帯
に照空隊陣地がありました。照空隊は、
夜間の空襲に備えて敵の飛行機をライト
で照らす部隊で、聴音機等で捉え、高射
砲隊に位置情報を伝達する役割を担って
いました。

しょうくうたい

（ 田畑幸嗣 早稲田大学文学学術院准教授撮影）
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